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裁判所書記官
嗅煽診

証 人 調 書

(こ の調書は,第 5回 口頭弁論調書と一体となるものである。)

事 件 の 表 示 平成 26年 (ワ )第 29256号

平成 27年 (ワ )第 25495号

平成 29年 11月 13日  午前 10時 00分

駒 野 いづみ

61歳

横浜

裁判長は,宣誓の趣 旨を説明 し,証人が偽証をし

た場合の罰 を告げ,別紙宣誓書を読み上げさせて

その誓いをさせた。

後に尋問されることになつている証人は在廷 しな

い 。

陳 述 の 要 領

以 上
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原告 (反訴被告)代理人 (中島 )

甲第 80号証及び甲第 148号 証 (各陳述書)を示す

これは,あ なたか ら私がお伺いした内容をあなたがよく確認 して,御 自身で

署名押印されたもので間違いないですね。

はい,間違い ございません。

それでは,お伺い しますけれ ども,能登町に蜂を供給 していた武蔵野種苗園

が撤退 した後,その後任を引き受けた動機 を簡単に教えてもらえますか。

この事業は大変すばらしい事業だと思いまして,能登町 と板橋区のた

めにお引き受けいた しました。

甲第 151号 証 (給与支払事務所等の開設届出書)を示す

これはあなたの作成 した開業届ですけれ ども,こ の開業届を作成 した当時の

あなたのメインの活動は, どういったもので したか。

ホタル館におきま して,蜂です とか蛍のボランティア活動をしてお り

ました。

開業届の記載住所を,ホ タル館の住所 とした理由は。

その当時はホタル館が主に活動拠点で したので,そのようにさせてい

ただきま したが,す ぐに訂正いたしました。

ここに住所を書いたことで,イ ノリー企画に何か利益はありましたか。

いえ,ご ざいません。

乙第 37号証 (名刺)を示す

これはあなたの名刺ですけれ ども,こ この肩書 ,イ ノリー企画代表 とい うふ

うに記載 されてますけども, この名刺を松崎 さんに渡 した当時,イ ノリー企

画 として営利活動をしていたことはあ りますか。

いえ,ご ざいません。

どうい う活動をしてましたか。

私はホタル生態管理協会においてボランティア,こ の生態ア ドバイザ



―ですとか,そ ういうボランティア活動をしておりました。

ここに書いてあるホタル再生環境アドバイザー,在来種マルハナバチ飼育と

いうのは,ボランティアとしての活動のことですね。

はい,そ うです。

そのここに書いてある在来種マルハナバチ飼育のマルハナバチというのは ,

イノリー企画として,能登町に供給してた蜂と同一のものですか。

違います。

蛍飼育のボランティアとして,平成 26年 1月 に蛍生育調査を行った自然教

育センターについてお伺いしますけれども,こ のセンターは,生育調査を行

う能力があったと思いますか。

いえ,全 くなかったと思います。

幼虫を見つける能力はあったんでしょうか。

いえ,全 くなかったと思います。

あなたは,蛍の調査員が見つけられなかった幼虫を見つけたことがあります

よね。

はい,ご ざいます。

それは,いつごろのことですか。

あれは,た しか2月 の初めだったと思います。

それは,平成 26年のこと。

はい,そ うです。

それを見つけたときに,調査員はどういう反応をしてましたか。

何かよく分からなかったみたいです。幼虫がいることも分からなかっ

たみたいです。

ちなみに調査員は,雌か雄か区別できましたか。

いえ,区別できませんでした。

その幼虫を見つけたエピソー ドをおさめた動画というものは,YouTub
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eに公開されてますね。

は い 。

提出を求められれば,できますか。

はい,で きます。

では最後に,平成 19年から蛍飼育のボランティアとして,蛍の現場を見て

きた経験を通して,蛍 を外から持ち込んだと言われてることについて, どう

思いますか。

全くそれは,なかったと思います。私は当初からもボランティアで ,

ずっとホタル館におりまして,夜間も蛍の幼虫の,た くさん幼虫のい

る確認をしましたし,幼虫が上陸する,た くさんの幼虫が上陸する姿

も見てます。ですので,それは全くなかったと思います。

週何回ぐらい,ホ タル館に来てたんですか。

4日 から5日 は行ってました。

被告 (反訴原告)代理人 (平松 )

先ほどの陳述書,甲 80号証などを見ますと,イ ノリー企画という団体とし

ては,平成 21年の夏の夜間公開時のTシャツ,ブルゾンなどの販売と,こ

の活動のために,こ の団体が作られたということでよろしいですか。

はい,そ うです。

2011年 に能登町と蜂′の供給契約など,販売契約などをした,その能登町

の事業が休止して以降,イ ノリー企画は何をしていますか。

イノリー企画としては,武蔵野種苗と同じように蜂の供給をしており

ました。

平成 24年に,能登町がそこのクロマルハナバチの事業を休上した後ですね。

どこですか。

平成 24年に,能登町が蜂の販売を休止しますよね。

は い 。
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それ以降,イ ノリー企画は,何を事業 としてはしてるんですか。

事業 としては,ほ とん どなかったと思いますけれ ども,ただ。

そ うすると,武蔵野種苗園が撤退をするとい うことで,阿部宣男 さんが能登

町にイノリー企画を紹介 したと,こ れは間違いないですね。

武蔵野種苗園さんが撤退 した後,紹介 といいますか,そ のお話がござ

いま した。阿部宣男 さんとい うよりも板橋区。

イノリー企画 自体は,蜂の飼育の実績は全 くなかったわけですよね。

実績は,はい,ないです。ないけれ ども。

陳述書の 4ページにも,女王蜂の 1匹の価格を決めた,武蔵野種苗園の時代

よりも低い金額に決めたと。

は い 。

それで,人件費などを賄っていけるのか心配だったというような記載があり

ますけれども,これはどうやって決めたんですか。この 1匹 4500円 とい

う金額は。

それは,能登町さんと相談の上ですね。

飼育の実績がないから,一体幾らで売ればいいのかというのを分かつてたん

ですか。

分かっていたというか,やはり御相談の上,そ うさせていただきまし

た。

乙 6号証が能登町との売買契約書及び秘密保守契約書ということで,こ の中

には販売価格 1匹 4500円 のほかに,能登町の毎月最低購入数が350匹

と決められていましたけれども,イ ノリー企画として, どれぐらいの蜂を能

登町に販売したんでしょうか。

今もうはっきりしたこと覚えてないです。

この350匹 掛ける事業が休止するまでの 1年間,供給し続けたということ

でよろしいですか。
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そうですね,ただ,当初は大変かかったお金も大きかったものですか

ら,大変だったと思います。最終的には赤字になったと思います。

その実績のないイノリー企画,ク ロマルハナバチの飼育の実績のないイノリ

ー企画が,なぜ能登町との間での契約ができたんだとお考えですか。

私は当初,武蔵野種苗園というところでお仕事をさせていただいてた

んですけれども,そ のときに蜂の飼育ですとか,そ ういうことをしっ

かりと覚えさせていただきまして,信用はあったと思います。私の信

用。飼育に対する。

そういうことを聞いてるんではなくて,能登町とイノリー企画,イ ノリー企

画が能登町と契約できたのは,阿部宣男さんがいたからではないんですか。

私はこの事業は大変すばらしくて,能登町ですと 0。 ・。

そういうことは聞いてません。阿部宣男さんがいたから,イ ノリー企画と能

登町との三者の契約になったんじゃありませんか。

それは,先生がいらしたからということもあります。きちっと御指導

を受けることができて。

実体のなかったイノリー企画を利用して,三者の契約が締結されたと,こ う

いうことになりますか。

いえ,違 うと思います。それは私が蜂の仕事をしてたので,信用をし

ていただけたんだと思います。

先ほどあなたは,ホ タル館でボランティアをしていたと, こうおっしゃって

たけれども,武蔵野種苗園でも働いてたんですか。

はい,そ うです。武蔵野種苗園でお仕事してました。そこで蜂の飼育

ですとか,そ ういうことをしっかりと学びました。

原告 (反訴被告)代理人 (中島)

ちよつとかみ合ってなかった部分をちょっと補足したいと思うんですけども,

23年にイノリー企画として能登町と契約するに当たって,実績がなかった
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というふうに答えた後に,さ らに答えようとして,それで遮られた,そ こを

確認しますけれども,イ ノリー企画としては,Tシャツの販売の実績しかな

かったから,実績がなかったと答えたんですね。

はい,そ うです。

あなた御自身は,それ以前からホタル館において,阿部さんのいるホタル館

において,マルハナバチの飼育のボランティアをずっと長年続けてきたわけ

ですよね。

はい,そ うです。

それで, 23年の 4月 の前から武蔵野種苗園で継続して働いていて,そ こで

蜂の飼育の現場でずっと働いてたわけですよね。

はい,そ うです。

その信用があって,能登町との契約に至ったんじゃないんですか。

はい,そ うだと思います。

そうですよね。

一生懸命やりますと。

もう一つ聞きます。これも先ほどの質問,回答を遮られたあれなんですけど

も,能登町との契約を紹介したきっかけは,原告かもしれません。そういう

ふうに答えましたね。

は い 。

ただ,契約に至っては,能登町からお願いされたということもあるんじゃな

いんですか。

そうです,能登町からお願いされました。

板橋区からも,お願いされたということもあるんじゃないですか。

板橋区からも,お願いされました。

裁判官 (森 )

イノリー企画としては,成増のビルで蜂を飼育されてたんですよね。
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はい,蜂を飼育 してま した。

部屋の中でされてたんですか。

はい,部屋の中です。

武蔵野種苗園もホタル館での蜂の飼育も,全て屋内ですか。

屋内です。

成増のビルで育てた蜂 とい うのは,ホ タル館から送っていたんですよね。

ホタル館 といいますか,能登町に送る蜂を成増に持っていきました。

その飼育 した後,能登町に送 るときなんですけど,一度,原告が確認をして ,

能登町に送るんですよね。

はい,そ うです。最終的にはホタル館へ。

ホタル館から送るんですよね。

はい,そ うです。

ホタル館に成増の蜂を持っていくのは,郵送か何かでされてたということで

すか。

車で。

あなたが。

はい。私だけではないですけれども。

イノリー企画の人が成増からホタル館に運んで,そ こから郵送していたとい

うことですか。

はい,そ うです。

成増のビルに,原告が確認に来たことはありますか。

はい,来ていただいたことはあります。

ありますか。

は い 。

裁判長

乙第 6号証 (売買契約書及び秘密保持契約書)を示す
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乙 6号証はあなたも作成に関与 してる書面ですが,こ れの第 1条を見ると,

甲,こ れはイノリー企画ですが,甲 は下記の特許権の一部を譲 り受け,云々

で,商品化を目標 としている,と 書いてあ りますね。

は い 。

ここで言う特許権の一部を譲り受け,の一部, というのは何を指しておるん

ですか。

休眠処理ですね。

体眠処理の部分,特許権の休眠処理の部分ということですか。

はい,そ うですね。

それで,それをイノリー企画は譲り受けたんですか。

譲り受けたというか,使 うことを許可していただきました。

権利を譲り受けたわけではないけれども,使 うことを許可してもらったとい

う認識だということですか。

はい,そ うですね。

この文章自体は譲り受けと書いてあると思うんですけれども,そ こは,ち ょ

っとずれてることtに なりますか。

譲り受けたというと。

権利はイノリー企画のほうに移るということになりそうですけど,そ ういう

ことではないんですか。

ええ,許 していただいたと。

以上
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